　　【ミャンマークロノロジー】

1988年　全国的な民主化運動が発生。アウン・サン・スー・チー女史が民主化運動のリーダーに。

9月　国軍がデモを鎮圧し国権を掌握し、国家法秩序回復評議会（SLORC）政権を樹立。スー・チー女史は、国民民主連盟（NLD）を結成。

1989年3月　政府は公式に「ビルマ式社会主義」を放棄し市場経済へ移行。

6月　国名を「ビルマ連邦」から「ミャンマー連邦」に変更。

7月　スー・チー女史に対する自宅軟禁措置を開始。

1990年5月　総選挙を実施。NLDが約８割の議席を獲得して圧勝。

1993年1月　国民会議が開催される。

1995年11月　NLDが国民会議をボイコット。SLORCはNLDを国民会議から除名。

1996年3月　国民会議が休会となる。

1997年7月　ASEANに加盟。

1997年11月　SLORC解散。国家平和開発評議会（SPDC）設立。

2000年9月　スー・チー女史に対する自宅での行動制限措置を開始。

2002年5月　同女史に対する自宅での行動制限措置を解除。

2003年5月　スー・チー女史はじめNLD関係者が地方遊説中、当局に拘束される。

2003年6月　EU理事会が制裁措置の強化を決定。

2003年7月　米国は対「ビルマ」制裁のための「2003年ビルマ自由・民主法」を制定（１年毎の更新）。

2003年8月　キン・ニュン首相（当時：以下同じ）がミャンマーの民主化を目指す７段階の「ロードマップ」を発表。

2003年9月　政府によって拘束されていたスー・チー女史が自宅に戻され、軟禁状態となる。

2003年10月　小泉総理はASEAN＋３首脳会議（於：バリ）の機会に、キン・ニュン首相と会談。

2003年12月　日・ASEAN特別首脳会議（於：東京）の際、川口大臣（当時）はウィン・アウン外相（当時）と、小泉総理はキン・ニュン首相とそれぞれ会談。

2004年1月　ミャンマー政府とカレン民族同盟（KNU）との和平交渉開始。

5月17日〜7月9日　国民会議が約８年ぶりに再開。（次回は2005年２月に再開予定）

9月18　ウィン・アウン外相を含む一部の閣僚の異動が行われる。

10月8日〜9日　ASEM首脳会合（於：ハノイ）にて、ミャンマーのASEM新規参加が承認される。同会合の際、町村大臣がニャン・ウイン外相と会談。

10月19日　キン・ニュン首相の更迭及び後任としてソー・ウインSPDC第一書記の首相就任、テイン・セインSPDC第二書記の同第一書記就任が発表される。

11月5日　ティン・フライン内務大臣及びティン・ウイン労働大臣兼首相府付大臣を含む閣僚6名の更迭が発表される。

11月18日　政治犯を含む3,937名の囚人釈放を決定した旨発表。（その後も、順次囚人の釈放が発表され、同年12月末までに合計14,318名の囚人の釈放が発表された）

11月27日　国家防御法に基づくスー・チー女史の自宅軟禁措置を１年間延長する手続きがとられる。

11月27日　町村大臣は日・ASEAN外相会議（於：ラオス）の際、ニャン・ウイン外相と会談。全ての関係者が関与した形での民主化プロセスの進展を求めた。

11月29日〜30日　小泉総理はASEAN＋３首脳会談（於：ラオス）の機会にソー・ウイン首相に対し、民主化努力への期待を表明。
